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第５６回足立区都市計画審議会議事録 

１．日 時 平成２９年３月８日（水） 

      午後２時０１分開会 

      午後２時５９分閉会 

２．場 所 足立区役所 災害対策本部室（特別会

議室）（中央館８階） 

３．出席委員 

   （１）委員現在数  ２１名 

   （２）出席委員数  １７名 

長塩英治（会長）野澤太三（会長職務代理者） 

根上彰生（委員）松本 昭（委員） 

高山のぶゆき（委員）たがた直昭（委員） 

鴨下 稔（委員）前野和男（委員） 

有馬康二（委員）山﨑 健（委員） 

瀬田章弘（委員）田中忠穂（委員） 

岡田英樹（委員）髙田一雄（委員） 

服部幸子（委員）廣瀬 均（委員） 

牧野 隆（臨時委員） 

４.出席専門委員 

三橋雄彦 工藤 信 斑目好一 服部 仁 

５．出席幹事 

大竹俊樹 八鍬一生 

６．出席説明者 無し 

 

７．事務局等出席者 

宇田川 國井 堀 小林 佐藤 北澤 神田  

 

８．傍聴者 無し 

 

９．議 事 

（１）審議事項２件 

（２）報告事項１件 

（３）その他 

 

 

 

 

10．議 題 

第１号議案 東京都市計画地区計画花畑北部地区地

区計画の変更（足立区決定）について 

第２号議案 足立区都市計画マスタープラン改定の

答申案について 

11.報   告  

１） 竹の塚北地区のまちづくりについて 

12.議事の経過 

 以下のとおり 

本議事録は、事実と相違ないことを証し、ここに署

名します。 

 

  平成   年   月   日 

 

議事録署名人 

 

会    長 

 

委    員 

 

 

○大竹幹事 定刻を少し過ぎてしまいました。今か

ら都市計画審議会を始めさせていただきます。 

本日はお忙しい中、第５６回足立区都市計画審議

会にご出席いただきまして、まことにありがとうご

ざいます。 

私、本日、司会を務めさせていただきます都市計

画課長の大竹と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

まず最初に、臨時委員に変更がございましたので、

ご紹介させていただきます。 

警視庁千住警察署長に変更がございまして、牧野

隆様となります。よろしくお願いいたします。 

また、本日、一般社団法人東京都建築士事務所協

会足立支部相談役川名俊郎様、足立区女性団体連合

会副会長中川美知子様、東京消防庁足立消防署長國

府田洋明様が所用により欠席でございます。区民公
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募の松本委員についても、本日欠席の連絡をいただ

いてございます。 

ここで本審議会の情報公開についてご説明させて

いただきます。 

本審議会は公開を原則としております。このため、

会議記録につきましては、区ホームページで公開さ

せていただいております。また、会議記録作成のた

め録音をさせていただいております。ご了承をお願

いいたします。 

それでは、次第にあります議案審議に移らせてい

ただきます。議事の進行につきましては、長塩会長

にお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

○長塩会長 こんにちは。それでは都市計画審議会

の議事を進めてまいります。 

まず初めに、事務局から本日の資料と議案につい

て説明してください。 

○大竹幹事 それでは、本日の資料と審議議案の確

認をさせていただきます。 

 まず、お手元の次第をご覧いただければと思いま

す。 

本日の議事でございますが、議案が２件、報告事

項が１件となっております。 

まず議案ですけれども、第１号議案、「東京都市

計画地区計画花畑北部地区地区計画の変更（足立区

決定）について」、第２号議案、「足立区都市計画

マスタープラン改定の答申案について」。 

続いて報告事項ですが、報告事項１、「竹の塚北

地区のまちづくりについて」でございます。 

また、本日の資料でございますが、今ご覧いただ

いた次第のほか、委員等の名簿、こちらは本日席上

に配付させていただきました資料と差し替えをお願

いできればと思います。それと座席表、こちらも本

日席上に配付させていただいた資料と差し替えをお

願いできればと思います。４つ目として「第５６回

足立区都市計画審議会（平成２９年３月） 議案書

（計画図書）」とある白色の表紙の議案書一つづり。 

５番目、黄緑色の表紙の「第５６回足立区都市計

画審議会（平成２９年３月） 議案説明資料」とあ

る議案説明資料の一つづりでございます。 

また、水色の表紙の「第５６回足立区都市計画審

議会（平成２９年３月） 報告説明資料」とある報

告説明資料の一つづり。 

右上に「第２号議案別添資料」とあります「足立

区都市計画マスタープラン改定案」の一つづり。こ

ちらにつきましても、大変申しわけございません。

改定案の構成を少し変更している関係で、本日席上

に配付させていただいた資料と差し替えをお願いで

きればと思います。 

最後に、右上に「別紙」とあります「建替まちづ

くり構想」とある資料一つづりでございます。 

以上が本日の資料となっております。不足してい

る資料等がございますでしょうか。不足しているも

のがございましたら、随時事務局のほうにお知らせ

いただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

今お配りさせていただいている資料のほか、参考

の資料といたしまして、足立区基本計画、現行の都

市計画マスタープラン、足立区緑の基本計画、足立

区都市計画図Ⅰ及びⅡにつきましては、会場内に用

意してございます。お配りはしておりませんが、必

要なものがございましたら、事務局にお知らせいた

だければお届けに参りますので、よろしくお願いい

たします。 

次に、表紙が白色の「議案書」と表紙が黄緑色の

「議案説明資料」の関係についてご説明させていた

だきます。 

 「議案書」は、都市計画を決定する際の計画図書

でございます。この計画図書は様式が定まっており

まして、詳細な説明が難しいため、「議案書」を補

足するために「議案説明資料」を作成しております。 

次に、マイク、モニターの使い方についてご案内

いたします。 

 本日の説明は、原則正面のモニターを利用してご

説明させていただきますので、説明の際はモニター
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をご覧いただければと思います。同じ画面を左右２

画面に表示してございます。お手元の資料は、正面

のモニターが見づらい場合に、ご覧いただきますよ

うにお願いいたします。 

また、皆様のお席のマイクですけれども、ご発言

の際にスイッチを入れていただきまして、終わりま

したらスイッチをお切りいただきますようお願い申

し上げます。 

 事務局からは以上でございます。 

○長塩会長 それでは、審議に入る前に、委員の出

席状況を事務局から報告願います。 

○大竹幹事 本日、定数２１名のところ１７名のご

出席をいただいております。過半数のご出席をいた

だいておりますので、審議会が有効に成立すること

をご報告申し上げます。 

○長塩会長 議事録署名人は、私と野澤委員が務め

ますので、よろしくお願いします。 

 それでは、議案の審議に入ります。 

 第１号議案、「東京都市計画地区計画花畑北部地

区地区計画の変更（足立区決定）について」の審議

を行います。八鍬まちづくり課長から説明願います。 

○八鍬幹事 それでは、まちづくり課長の八鍬のほ

うから説明させていただきます。 

第１号議案、「東京都市計画地区計画花畑北部地

区地区計画の変更（足立区決定）について」、審議

していただきます。前方の画面にてご説明いたしま

すので、前方の画面をご覧ください。 

まず、議案書の構成についてご説明します。 

議案名は記載のとおりです。提出者は足立区長、

近藤弥生です。 

提案理由といたしましては、東京都市計画地区計

画花畑北部地区地区計画を変更するにあたり、都市

計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２

項において準用する同法第１９条第１項の規定に基

づき、足立区都市計画審議会の議を経る必要がある

ためでございます。 

続きまして、都市計画の案の理由書でございます。 

続いて、計画書でございます。 

なお、参考にですが、お手元の資料としましては、

３ページから９ページに記載しております。 

続きまして、総括図でございます。 

続いて、計画図１でございます。 

続いて、計画図２でございます。 

なお、参考までに、お手元の議案書の１０ページ

から１２ページにも載せております。総括図及び計

画図は全て縮小版となっております。 

最後ですが、変更概要でございます。 

本来であれば議案書で説明するところですが、内

容をより分かりやすくした議案説明資料に沿って説

明させていただきます。引き続き前方の画面にて説

明いたしますので、画面をご覧ください。 

まず、趣旨及び目的でございます。画面の右側の

位置図をご覧ください。太線で囲まれた区域が、花

畑北部地区地区計画区域です。区の北東部、埼玉県

との都県境に位置しております。 

花畑北部地区は、平成３年に東京都により土地区

画整理事業が始まり、平成８年に土地区画整理事業

の進捗に合わせ地区計画が策定されました。 

本年３月１０日に土地区画整理事業の終了に向け

て換地処分公告が行われる予定であり、良好な市街

地環境が形成されつつあることから、この市街地環

境の維持、保全を図り、土地利用の増進に寄与する

ため、地区計画の変更を行うものであります。 

続きまして、変更概要です。画面上では場所がわ

かるように、この次の図面にてご説明します。図面

の赤い部分が変更箇所になります。 

まず地区施設道路の変更です。区画道路１０４号、

これが延長約１５０メートルから約１４０メートル

に、続きまして区画道路１６７号が延長約２５０メ

ートルから約２４０メートルに、続きまして区画道

路１７０号ですが、こちらは地区の外周道路になっ

ておりまして、地区計画区域外を含め全幅６メート

ルになっております。そのうち地区内の幅員２メー

トルのところを一部地区内で幅員１．８メートルに
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変更いたします。いずれも精査による延長の減、幅

員の減となっております。 

次に、地区施設公園でございます。公園３号を約

１，４８０平方メートルから約１，２１０平方メー

トルに、続いて公園６号を約１，５４０平方メート

ルから約１，８１０平方メートルに変更しました。

公園３号で面積が減った分と公園６号で増えた分が

相殺されるため、今回の変更による地区施設公園の

合計面積に変更はありません。 

最後に、地区施設緑地ですが、緑地２号を約３，

２６０平方メートルから約３，２７０平方メートル

に変更しました。こちらにつきましても、精査によ

る面積の増でございます。 

今回の変更によりまして、土地区画整理事業の事

業計画との整合を図り、良好な市街地環境を維持、

保全し、土地利用の増進を図るものでございます。 

続きまして、都市計画手続きの経緯と今後の予定

です。 

平成２８年１１月１７日に東京都が都市計画原案

についてのお知らせを配布しました。 

都市計画原案の公告・縦覧を平成２８年１１月２

５日から１２月９日まで、意見書の提出期間を１１

月２５日から１２月１６日まで設けましたが、意見

書の提出はありませんでした。 

平成２９年１月３０日から２月１３日まで、都市

計画法第１７条に基づく都市計画変更案の公告・縦

覧・意見書提出期間を設けましたが、こちらについ

ても意見書の提出はありませんでした。 

本日の第５６回都市計画審議会にてご審議いただ

き、３月１０日に都市計画決定・告示を予定してお

ります。 

以上で第１号議案の説明を終わります。ご審議の

ほど、よろしくお願いします。 

○長塩会長 それでは、第１号議案の審議をいたし

ます。発言に当たりましては、その都度、職名もし

くは氏名を名乗られてからお願いいたします。 

本件について、ご意見、ご質問がありましたら、

お願いいたします。髙田委員。 

○髙田委員 まちづくり推進委員の髙田でございま

す。この道路の幅員のことについてお聞きしたいの

ですけれども、幅員のこの中には当然歩道が含まれ

ていると思うのですけれども、含まれていますか。 

○八鍬幹事 ６メートル全体が車道でございます。 

○髙田委員 歩道は含まれているのですか。 

○八鍬幹事 入っていません。 

○髙田委員 続けてお聞きしたいのですけれども、

こちらの議案書のほうなのですけれども、４ページ、

５ページに１号からずっと幅員が書いてありますよ

ね。この件についても、これは歩道は含まれていな

いのですか。 

○長塩会長 まちづくり課長。 

○八鍬幹事 ６メートル道路につきましては車道部

分でございます。４ページの１号、２号、３号、４

号、５号、６号等につきましては、歩道部が含まれ

ていると考えられます。 

○長塩会長 髙田委員。 

○髙田委員 では、６メートルについては歩道はな

いということでよろしいのですね。 

○八鍬幹事 はい、そうです。 

○髙田委員 ありがとうございました。 

○長塩会長 前野委員。 

○前野委員 一番最後のご説明のところで、地区施

設の公園というのがありましたね。ここに公園３号、

公園６号、緑地２号、これは最終的には名前という

のは、今の段階では決められなくても、段階的に決

めていくという考え方でいいのですか。 

○長塩会長 まちづくり課長。 

○八鍬幹事 最終的には公園を整備する際に、当然

地域の皆さんと公園名等について検討しますので、

今の段階ではまだ番号でございます。 

○前野委員 今の段階では、こういう番号で進めて

いくというのが流れということですか。 

○八鍬幹事 通常、こういう番号でやっております。 

○前野委員 わかりました。 
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○長塩会長 他に質問がないようでございますので、

採決をいたします。 

本案につきまして、異議のないものと決定してよ

ろしいでしょうか、 

（「異議なし」の声あり） 

○長塩会長 それでは、第１号議案は異議のないも

のと決定いたします。 

 続きまして、第２号議案、「足立区都市計画マス

タープラン改定の答申案について」の審議を行いま

す。足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例

施行規則第４１条により、専門部会長から都市計画

マスタープラン改定専門部会における検討経過及び

改正議案のご説明をお願いしたいと思います。根上

専門部会長から説明をお願いします。 

○根上委員 専門部会長を仰せつかっております根

上でございます。 

それでは、検討経過等についてご説明させていた

だきます。 

昨年の６月２９日、近藤区長からご諮問をいただ

き、これまで８回、都市計画マスタープラン改定専

門部会を開催し、調査・検討を行ってまいりました。 

また、この間、本審議会でも貴重なご意見をいた

だきまして、そのようなご意見を反映させた上で、

本日の答申案を作成してまいりました。 

その答申案については、本日の別添資料のとおり

でございますが、内容の詳細につきましては、これ

から事務局から説明いたします。多少長時間になろ

うかと存じますが、よろしくお願い申し上げます。

その上でご議論をいただき、本日のご意見を踏まえ

て再度専門部会で修正させていただき、３月３０日

の本審議会で答申ができればと考えております。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 専門部会長、ありがとうございました。

詳細な中身につきましては、事務局の都市計画課か

らご説明させていただければと思います。本日、席

上配付させていただいている資料と議案の資料を使

ってご説明させていただきます。少し資料が厚くな

っておりますので、お時間をいただきます。よろし

くお願いいたします。 

今回の答申案の作成に当たりましては、皆様に多

大なるご協力をいただきまして、まことに感謝を申

し上げます。いきなり資料を送りつけて、１週間で

返せというようなこともさせていただきまして、非

常に厳しいスケジュールではありましたけれども、

ご協力をいただいたおかげで、本日資料をご提示さ

せていただけていると考えてございます。また、当

審議会だけではなく、まちづくり推進委員会の皆様

にも意見照会ですとかご提言をいただきまして、い

ただいた意見をなるべく盛り込む形で答申案を作成

してきているというように考えてございます。直前

まで分かりやすい構成とするために修正を行ってま

いりました。このため、本日、資料が席上配付とな

ってしまい申しわけございません。 

それでは、内容につきまして、前方の画面を使っ

てご説明させていただきます。お手元の資料では、

表紙が白色の議案書の１５ページになります。 

第２号議案、｢足立区都市計画マスタープラン改

定の答申案について｣、上記の議案を提出する。平

成２９年３月８日、提出者は足立区長、近藤弥生で

ございます。 

足立区都市計画マスタープラン改定の答申案の内

容を、別添図書のとおりとする。 

提案理由は、足立区都市計画マスタープランを改

定するにあたり、足立区ユニバーサルデザインのま

ちづくり条例（平成２４年条例第４３号）第１７条

第３項に基づき、足立区都市計画審議会の議を経る

必要があるため、改定の答申案を提出するものでご

ざいます。 

続きまして、お手元の資料では１６ページをご覧

ください。 

都市計画マスタープラン改定の開催経過でござい

ますが、画面に示すとおり、８回にわたり専門部会

でご検討いただきました。また、並行してまちづく
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り推進委員会への意見照会などを行い、検討、調整

をさせていただいているところでございます。 

続きまして、お手元の資料では別添の資料、少し

厚くなっておりますが、こちらの別添資料をご覧い

ただければと思います。 

まず、目次になります。お手元の資料は１枚めく

っていただきまして、目次をご覧いただければと思

います。 

現在、都市計画マスタープラン、改定するものに

つきましては、３つの章で構成をしている状況にな

っております。 

第１章「都市計画マスタープランの改定にあたっ

て」では、都市計画マスタープランの位置づけ、今

回の改定の視点、大きなポイントとなる部分を示し

ております。 

第２章「まちの目指すべき姿とその実現に向け

て」では、まちづくりの体系を示しまして、まちづ

くりの目指すべき姿、計画の基本となる３つの柱、

まちづくりの５つのルールを示しております。 

最後に第３章「まちづくりの具体策」ですが、５

つのテーマ別、５つの地域別に分けて、まちづくり

の具体的な内容を整理しているところでございます。

この３章につきましては、現在テーマと地域が入っ

ておりますが、これを少し章を分けて構成したほう

がよいというような意見が庁内でもありましたので、

現在このテーマを３章、地域を４章というように分

けて、４章構成にすると少し分かりやすいかと考え

ているところでございます。 

続きまして、お手元の資料では別添資料の１３ペ

ージをご覧いただければと思います。 

今回の都市計画マスタープランの改定の視点でご

ざいますが、「防災・減災に向けた対策」、｢人口

減少、少子・超高齢化｣、「地球規模での環境問

題」など目まぐるしく変化する社会情勢にまちづく

りの観点から対応する必要がありまして、このため

「災害に強い安全なまちづくり」、「集約型都市構

造の構築」、「低炭素まちづくり」を大きな改定の

ポイントとして整理をしております。これまでの都

市政策ですとか魅力づくりに加えまして、それらの

視点を盛り込んだこちらに示すような都市計画マス

タープランを策定し、まちづくりを進めていく必要

があると考えてございます。 

続きまして、お手元の資料では１８ページになり

ますが、まちの目指すべき姿でございます。 

足立区基本構想における、「協創力でつくる 活

力にあふれ 進化し続ける ひと・まち足立」の将

来像を実現し、足立区基本計画における「安全で、

活力と魅力のあるまちづくり」を推進し、将来にわ

たり持続可能なまちへと進化させるために、都市計

画マスタープランでは「協創力でつくる 安全で活

力と魅力あふれるまち 足立」をまちの目指すべき

姿とし、具体的なまちづくりを進めていきたいと考

えてございます。 

続きまして、お手元の資料では１９ページになり

ますが、こちらに示します体系図のとおり、今回の

都市計画マスタープランでは、先ほどのまちの目指

すべき姿を実現するために、まちづくりの方策とし

て計画の基本となる３つの柱を設定して、都市計画

法に基づくまちづくりの５つのルールを基本として、

実現のためのまちづくりの具体策をテーマ別と地域

別のまちづくりに分けて示しております。 

続きまして、お手元の資料では２０ページになり

ますが、計画の基本となる３つの柱、先ほど出てま

いりましたが、これにつきましては、基本計画にお

けるまちづくりの方針、先ほどご説明させていただ

きました改定の視点を踏まえまして、「災害に強い

安全なまちづくり」、「メリハリのあるまちづくり

の推進」、「環境に配慮したまちづくり」と設定し

ております。 

続きまして、２１ページになりますが、まちづく

りの５つのルールについてでございます。 

まちの目指すべき姿の実現のためには、都市計画

手法などを活用して秩序ある都市を構築する必要が

ございます。そのため、足立区全体の土地利用、都
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市構造、施設整備、地域像、住民合意形成に関する

まちづくりのルールを示して、計画的なまちづくり

を推進していくとしております。 

まず最初に、土地利用についてご説明させていた

だきます。今後予想されます人口減少、少子・超高

齢社会にあっても、安全で安心して住み続けられ、

住みたいまちとなるよう、主要な土地利用に関する

ことを位置づけております。 

お手元の資料では２２ページになりますが、②の

「地域特性を活かした土地利用」ですが、都市機能

を誘導する区域と居住機能を誘導する区域を定める

とともに、メリハリのある土地利用を実現するため

に、大規模敷地や駅周辺などの立地環境に応じた土

地利用や、都市基盤整備などに伴う土地利用転換に

関することを位置づけております。 

具体的には、駅周辺や都市計画道路沿道は地区計

画や用途地域、市街地再開発事業などによって土地

の高度利用を図って都市機能を複合的に誘導し、都

市計画道路に囲まれた真ん中のあんこの部分の住宅

地につきましては、ゆとりある住宅、安全で質の高

い市街地へと転換していくとともに、日常生活に必

要な施設の適正配置を進めまして、環状七号線の北

側は低・中層、南側は中・高層の住宅地へと誘導し

ていきたいというように考えてございます。 

土地利用につきましては、図で示しますと、この

ようになります。お手元の資料では２４ページに図

を記載してございます。 

続きまして、お手元の資料では２５ページをご覧

いただきたいと思います。 

都市構造についてご説明をさせていただきます。 

先ほどの土地利用を踏まえまして、将来のまちの

成長、発展のために必要な「複合型拠点」、「目的

型拠点」と、道路、鉄道など拠点を繋ぐために必要

な「交通・交流軸」に関することを位置づけており

ます。 

まず「複合型拠点」でございますが、４つの区分

をしておりまして、広域拠点としては足立区で一番

大きい北千住駅周辺、主要な地域拠点といたしまし

ては、綾瀬駅周辺、竹ノ塚駅周辺、西新井駅周辺、

六町駅周辺、江北駅周辺、花畑周辺の６カ所。 

地域拠点と地区拠点としましては、それぞれ記載

の７カ所、１０カ所を位置づけております。 

続きまして、お手元の資料では２６ページになり

ますが、「目的型拠点」になります。 

足立区の魅力を引き出し、区民が安心して生き生

きと生活するための特定機能を有する拠点として、

大規模な公園や観光施設、区役所本庁舎周辺、災害

拠点病院などを位置づけております。 

お手元の資料では２７ページになりますが、次に

「交通・交流軸」ですが、各拠点間をつなぎまして、

人やモノ、情報の移動や交流を快適かつ効率的にす

るために、道路や鉄道、河川、緑道などを位置づけ

ております。 

都市構造につきましては、図で示しますと、この

ような形になります。お手元の資料では２８ページ

に同じ図を載せてございます。 

続きまして、２９ページです。都市施設整備につ

いてご説明いたします。 

主要な都市施設であります都市構造図に示す道路、

鉄道ですとか、土地利用図に示す公園・緑地、一団

地の住宅施設などに関する整備や維持についての方

向性を位置づけているものでございます。 

道路は、機能分類して体系的な整備推進を図って

まいります。 

鉄道につきましては、竹ノ塚駅付近連続立体交差

事業の促進、地下鉄８号線やメトロセブンの早期実

現と沿線のまちづくりを進めてまいります。 

公園・緑地は、適正配置と魅力を向上させる施設

整備を進めてまいります。 

また、一団地の住宅施設は、良好な住環境を維持

するとともに、建替えにあわせて廃止する場合は、

周辺環境に配慮した地区計画を検討し、創出用地を

活用した地域に貢献するまちづくりを進めてまいり

ます。 
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都市施設整備につきましては、図で示しますと、

このようになります。お手元の資料では３１ページ

に記載をしてございます。 

続きまして、お手元の資料で３２ページになりま

すが、地域区分についてご説明をさせていただきま

す。 

これまでは足立区を１３ブロック７０地区に分け

てまちづくりを行ってまいりました。足立区のまち

づくりが進みまして成熟したことですとか、本格的

に迎えます人口減少、少子・超高齢化を見据えまし

て、より広い範囲で交通・交流ネットワークを検討

するため、地域区分を見直してございます。 

土地利用や都市構造を踏まえて、都市の骨格をな

す国道４号、環状七号線、荒川で区分をしていると

ころでございます。 

地域区分につきましては、図で示すとこのような

形になります。現在は全て仮称となっておりますが、

一番下、南側を千住地域、南西部を梅田・江北・新

田地域、南東部を足立・綾瀬・中川地域、北東部を

六町・花畑・大谷田地域、北西部を西新井・竹の

塚・舎人地域と称しております。下の表には各地域

の該当町丁目を示してございます。 

続きまして、お手元の資料の３４ページになりま

す。 

最後に、協働・協創によるまちづくりについてご

説明いたします。 

これまでの協働によるまちづくりに加えまして、

個々の活動が一層輝くよう、各活動をゆるやかにつ

なぎ、協創によるまちづくりが展開されるよう、ま

ちづくりの情報の発信・共有や支援を行い、区民・

地域・各種団体などと連携したまちづくりを進めて

いきたいと考えてございます。 

お手元の資料では３５ページになります。こちら

に示す区民・地域・各種関係団体・まちづく推進委

員会を協働・協創のパートナーとして捉えまして、

まちづくりを推進してまいります。特にまちづくり

の核となるまちづくり推進委員会の皆様とは、密な

連携が必要と考えてございます。 

まちづくりにおける協働・協創の流れにつきまし

ては、このように考えてございます。お手元の資料

では３６ページになります。 

次は、まちづくりの具体策の５つのテーマ別まち

づくりについてご説明をいたします。お手元の資料

では３９ページになります。 

計画の基本となる３つの柱を踏まえまして、まち

づくりの５つのルールを基本として、足立区全域の

テーマ別まちづくりについてご説明いたします。 

テーマは５つ設定してございます。１つ目が「地

震・水害に強いまちづくり」、２つ目が「誰もが安

心して住むことのできるまちづくり」、３番目が

「交通・交流拠点の整備による魅力あるまちづく

り」、４番目が「地域経済の発展をうながす活力あ

るまちづくり」、５番目が「豊かな水と緑に包まれ

た地球環境にやさしいまちづくり」というように示

してございます。 

まず「地震・水害に強いまちづくり」についてで

すが、震災対策といたしまして、１つ目、｢燃えな

い、燃え広がらないまちの形成｣、４１ページにな

りますが、２つ目として「震災による避難時の安全

性向上」、また③として「復旧・復興のまちづく

り」を示しまして、４３ページでは、水害対策とい

たしまして、④のア)で、スーパー堤防などの整備

による治水対策、イ)として避難場所の確保、ウ)と

してタイムラインの活用等を示してございます。 

続きまして、お手元の資料で４６ページになりま

すが、２つ目のテーマで「誰もが安心して住むこと

のできるまちづくり」についてでございます。 

こちらにつきましては、１つ目として、「自由に

社会参加できるまちづくり」、４７ページでは２つ

目として、ビューティフル・ウィンドウズ運動の推

進による犯罪の抑制、４８ページでは③として「都

市基盤の整備状況に応じた市街地整備」、４９ペー

ジでは④として「多様な住宅の誘導による住みやす

いまちづくり」を示してございます。 
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続きまして、お手元の資料では５２ページになり

ますが、３つ目のテーマ「交通・交流拠点の整備に

よる魅力あるまちづくり」についてでございます。 

こちらは１つ目として「複合型拠点の形成」、５

５ページのほうでは②として「交通・交流軸の形

成」、５６ページでは③として「公共交通の利便性

の向上」、④として「歩行者・自転車利用者の安全

性と快適性の向上」を示してございます。 

続きまして、４つ目のテーマ、お手元の資料では

５８ページになりますが、「地域経済の発展をうな

がす活力あるまちづくり」についてでございます。 

こちらにつきましては、１つ目として、｢観光資

源の活用｣、それと｢商業・業務地域の活性化｣、ま

た５９ページでは③として「工業等の操業環境の保

全及び住宅地との共存」、④として「都市農地の維

持と活用」を示してございます。 

続きまして、最後のテーマ、お手元の資料では６

１ページになります。「豊かな水と緑に包まれた地

球環境にやさしいまちづくり」についてですが、１

つ目として「水と緑のネットワークの形成」、６２

ページでは②として「公園・緑地の整備」、③「景

観の形成」、また６３ページでは④として「地球温

暖化に対する低炭素まちづくりの推進」を示してご

ざいます。以上が５つのテーマ別まちづくりになり

ます。 

続きまして、地域別になりますが、お手元の資料

では６６ページになります。 

５つの各地域におきまして、４つのカテゴリーに

分けて示しております。１つ目が「地域の概況と課

題」、②は「地域のまちづくり」、③が「都市構造

と土地利用の形成について」、④が「テーマ別のま

ちづくり」ということで、各地区とも同様の項目で

地域のまちづくりを示してございます。 

お手元の資料では６７ページをご覧いただければ

と思いますが、まず千住地域についてご説明させて

いただきます。 

千住地域の目指すべき姿といたしましては、「足

立区の玄関口として歴史・文化と高度な都市機能の

集積するまち」を掲げまして、基本的な考え方とい

たしましては、１つ目、現在進めている木造住宅密

集地域の整備。２つ目として、都市計画道路など都

市基盤の整備。３つ目として、広域拠点として土地

の高度利用や都市機能の更新・集約、これらを示し

ているところでございます。 

続きまして、２つ目の地域でございます。お手元

の資料では７５ページになりますが、梅田・江北・

新田地域についてでございます。 

この地域につきましては、「新たな拠点づくりと

都市基盤整備の推進による安心で防災性の高いま

ち」を地域の目指すべき姿に掲げまして、基本的な

考え方として５つ。１つ目が、事業中である補助１

３６号線、補助１３８号線や木造住宅密集地域の整

備の促進。２つ目として、西新井駅周辺の東西の一

体化、駅東口周辺のにぎわいづくり、東京女子医大

病院の立地を控えている江北地区では、大規模な土

地利用転換のための一体的なまちづくり。３番目と

して、荒川河川空間の魅力を活かした親しみやすい

環境づくり。４つ目として、日暮里・舎人ライナー

沿線周辺地区では、地域資源を活かしたまちづくり。

５つ目は、荒川や隅田川沿いの工業の生産環境の保

全を図りつつ、住環境と調和したまちづくりを示し

ているところでございます。 

続きまして、３つ目の地域、お手元の資料では８

３ページになりますが、足立・綾瀬・中川地域につ

いてになります。 

こちらは「交通の利便性を活かした魅力と良好な

都市環境のあるまち」を地域の目指すべき姿に掲げ

まして、基本的な考え方としては５点。１つ目が、

地域内の防災まちづくりの促進。２つ目が、西側一

帯につきましては、公共住宅の建替えなどに合わせ

た都市基盤の整備。３番目として、綾瀬駅周辺は交

通結節機能の充実とともに、民間開発の適切な誘導。

４つ目として、五反野駅周辺は駅前の交通機能を改

善した活力ある商業地域づくり。北綾瀬駅周辺は交
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通結節機能の向上とともに、駅前のにぎわいの創出。

５つ目として、都立中川公園の整備について事業者

である東京都への働きかけを示しているところでご

ざいます。 

続きまして、４つ目の地域ですけれども、お手元

の資料では９１ページ、六町・花畑・大谷田地域に

ついてでございます。 

こちらは「交通網の発展した質の高い住まい環境

が広がるまち」を地域の目指すべき姿に掲げまして、

基本的な考え方としては５点。１つ目が、六町駅周

辺は、人口の増加する新しいまちの拠点となるよう、

商業・業務・サービス機能などの誘導。２つ目とし

て、土地区画整理事業を施行すべき区域では、良好

な住環境の低中層住宅地の形成。３つ目は、都市基

盤の未整備地区は、居住環境と生産環境の調和を図

り、良好な市街地を形成。４つ目として、花畑周辺

は団地再生を促進するとともに、文教大学の立地を

踏まえた、若者文化を発信する新たなまちづくり。

５つ目として、河川・水路や緑道など豊かな自然環

境を活かしたまちづくりを示してございます。 

最後に、５つ目の地域につきましては、お手元の

資料では９９ページになりますが、西新井・竹の

塚・舎人地域でございます。 

こちらは「鉄道を軸とした利便性の高い みどり

豊かですこやかな ゆとりあるまち」を地域の目指

すべき姿に掲げまして、基本的な考え方は５点。竹

ノ塚駅周辺は、鉄道の高架化事業を契機に駅東西の

商業地の連携を図り、交通結節性と拠点性を高める。

２つ目として、土地区画整理事業を施行すべき区域

と都市基盤の未整備地区については、道路や公園な

どの都市基盤の整備。ゆとりある低中層の住宅地の

形成。３つ目といたしましては、日暮里・舎人ライ

ナーの各駅周辺は、それぞれ地域特性を活かした、

にぎわいや景観づくり。４つ目として、東武伊勢崎

線と日暮里・舎人ライナー間の交通・交流ネットワ

ーの充実。５つ目として、豊かな自然環境を活かし

たまちづくり。こちらに示す５つを基本的な考え方

としております。 

以上が地域別のまちづくりでございます。 

続きまして、最後ですけれども、お手元の資料で

は１０８ページになりますが、現在の都市計画マス

タープランでは、成果指標というものがございませ

んでした。これからは、３０年後を見据えた１０年

間の計画の進捗を確認して、次の見直しの際の指標

とするために、成果指標を定めていきたいというよ

うに考えてございます。この際、中間値の設定をい

たしまして、計画期間内の各種方針の進行管理、見

直しができればというように考えてございます。 

以上が足立区都市計画マスタープランの改定案に

なります。 

お手元の資料、戻りまして議案書の１７ページを

ご覧いただければと思います。 

都市計画手続きの経緯と今後の予定についてご説

明させていただきます。 

平成２８年６月２９日に都市計画マスタープラン

改定の諮問をさせていただきまして、１１月２８日

の第５５回都市計画審議会では、改定状況について

ご報告をさせていただいております。その後、平成

２９年１月３１日から２月７日までの間、改定案に

つきまして委員の皆様にご確認をいただきまして、

ありがとうございました。そして、本日、都市計画

審議会にてご審議をいただきまして、次回の第５７

回都市計画審議会で区長への答申ができればという

ように考えてございます。 

答申をいただいた後の予定ですけれども、５月ご

ろにパブリックコメントを実施いたしまして、６月

に専門部会にてパブリックコメントの対応について

ご確認をしていただき、７月に都市計画審議会でご

報告をさせていただいた後、９月ごろに改定ができ

ればというように考えてございます。 

以上で第２号議案の説明を終わります。長々と申

しわけございませんでした。ご審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○長塩会長 それでは、第２号議案の審議をいたし
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ます。今の説明にもありましたように、今日これか

らいただく皆さんのご意見を答申に反映するという

ことでございますので、皆さんの活発なご意見を頂

戴したいと思います。 

それでは、本件についてご意見、ご質問がありま

したら、お願いいたします。髙田委員。 

○髙田委員 まちづくり推進委員の髙田でございま

す。お聞きしたいことが２点ございます。 

まず１点は、足立区の地域区分についてなのです

けれども、今まで１３ブロックあったものを５地域

に今回分けたわけですね。そこのところで、地域名

のところで、今は仮称となっておりますけれども、

この仮称はいつごろをめどに仮称がなくなるのでし

ょうか。 

それが１つと、もう一つは細街路についてです。

細街路は、今日いただいた資料で見ますと、２９ペ

ージの「都市施設整備について」のところで、図の

２－５というのがありますね。一番下ですけれども、

「細街路(幅員６メートル程度未満)」と書いてあり

ますね。 

それから、今日いただいた資料の４０ページの

「防災生活圏内の整備」で上から６行目、「また、

４ｍ未満の細街路の整備を進めます」とあるのです

けれども、ここで同じ「細街路」という言葉が出て

くるのですけれども、４メートル未満と、ここで言

っている６メートル未満のこの違いは何か教えてい

ただきたいのですけれども。その２点でございます。

よろしくお願いします。 

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 仮称につきましては、この答申の際は

仮称のままとさせていただいて、これでパブリック

コメントをして、特にご意見の中でこの形でいいと

いうことであれば、そこで仮称をとっていきたいと

いうように考えてございます。ですので、答申の際

は仮称のまま。これで手続を進めて、皆さんの意見

を伺いながら、仮称をとっていきたいというように

考えてございます。 

○長塩会長 建築室長。 

○服部（仁）専門委員 細街路の定義でございます

が、幅員６メートル未満を細街路として定義してお

ります。したがいまして、４０ページのほうについ

ても、６メートル未満の細街路整備を進めるという

のが正しいと思うのですけれども、この細街路には

２種類ありまして、４メートル未満のものを４メー

トルに広げるものと、４メートルぐらいあるのです

けれども、それを６メートルに広げる細街路の計画

もあります。特にこちらに書いてあるのは、４メー

トルの狭い道路を広げたいという趣旨だというよう

に思っております。 

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 服部専門委員の言うところではあるの

ですけれども、基本的に道路の設定として、先ほど

出てきました前のほうのページにつきましては、細

街路はこういうものだというご説明をさせていただ

いております。４０ページのほうにつきましては、

少し語弊がありまして、４メートル未満の細街路整

備があるのですけれども、細街路につきましては４

～６メートルで指定されているものがあるので、そ

の指定された細街路について整備していきたいとい

うように考えております。基本的に細街路は二項道

路、昭和２５年当時あった道路につきまして二項道

路にして４メートル拡幅をしていきたい。４～６メ

ートルのものは何なのかというところなのですけれ

ども、基本的に地区計画等で位置づけて、４メート

ルを超えて６メートルに拡幅して整備していきたい

ものが、今の細街路計画の中で細街路に位置づいて

おります。そういうものは全て含めて整備していく

必要がありますので、少し表現をかえて、４メート

ルのみならず、６メートルでも細街路に位置づいて

いるものについては整備していきたいというように

記載ができればと考えております。 

○長塩会長 髙田委員。 

○髙田委員 髙田でございます。先ほどの１番目の

地域区分についてすけれども、これはパブコメが終
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わった時点で仮称が消えるということでよろしいの

ですか。 

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 いろいろ意見はあると思いますので、

仮称をとるのはパブコメの後にできればというよう

に考えてございます。 

○長塩会長 髙田委員。 

○髙田委員 ということは、３０日の時点ではまだ

決まっていないということですね。 

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 事務局としては、これでいきたいと。

ただ、皆さんに意見を聞いてから決めたいというと

ころでございます。 

○長塩会長 髙田委員。 

○髙田委員 細街路のほうなのですけれども、４メ

ートル未満とあえて言ったのは、建築基準法上４メ

ートルというのは道路ですよね。未満は道路ではな

いですね。そういった意味の４メートル未満という

数字を出しているのですか。 

○長塩会長 都市計画課長。 

○大竹幹事 委員おっしゃるとおりで、基本的に建

築基準法上道路は４メートル以上、それができてい

ないのが二項道路ということなので、二項道路を原

則全て拡幅をしていきたいという気持ちがあるとい

うことが、ここに書かれているとご理解いただけれ

ばと思います。 

○長塩会長 髙田委員。 

○髙田委員 ４メートルから６メートルという意味

合いはわかりましたので、ありがとうございました。 

○長塩会長 ほかに。なければ採決いたします。 

本案につきまして、本日の意見を反映し３月３０

日に答申をするということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○長塩会長 それでは、第２号議案は３月３０日に

答申するものと決定いたします。 

続きまして、報告に移ります。報告事項１、「竹

の塚北地区のまちづくり」について、大竹都市計画

課長から説明願います。 

○大竹幹事 引き続き、大竹でございます。よろし

くお願いいたします。 

報告事項１、「竹の塚北地区のまちづくりについ

て」、ご説明いたします。前方の画面をご覧いただ

ければと思います。あわせて、お手元の資料では、

表紙が水色の報告説明資料の１ページとなります。 

初めに、趣旨及び目的でございますが、当地区は、

竹の塚北一団地の住宅施設といたしまして、昭和４

２年度に建設された団地であります。都営竹の塚七

丁目アパート、都営西保木間四丁目アパートのほか、

都市計画道路補助２６２号線や竹北公園、西保木間

小学校などが整備され、良好な住環境が形成されて

おります。また、周辺には、社会福祉施設ですとか

スイムスポーツセンター、足立清掃工場等がござい

ます。 

東京都では、東京都住宅マスタープランで、都営

住宅を良質なストックとして維持・更新していくた

め、地域の特性や老朽化の度合い等を勘案しながら、

計画的に建替えを推進することとしております。こ

のたび、この両アパートについて建替え事業が行わ

れることになったというところでございます。 

建替えに際しましては、良好な住環境の継承、創

出用地の有効活用によりまして、地域に貢献する公

共公益施設の誘導を図ることを目的といたしまして、

一団地の住宅施設の都市計画見直し方針等にのっと

りまして、一団地の住宅施設を廃止し、地区計画を

策定するため、その概要を本日ご報告させていただ

くものでございます。 

地区の現況でございますが、足立区の北方に位置

いたしまして、竹ノ塚駅から北約７００メートルに

位置しているところでございます。 

こちらが竹の塚北地区の位置でございます。お手

元の資料では２ページになります。真ん中の赤い線

で囲まれているところが、竹の塚北地区と言ってい

るところでございます。 

こちらが団地の現況写真でございます。お手元の
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資料では３ページになりますが、赤い線で囲まれた

部分が計画している地区計画の区域となっておりま

す。 

こちらが当該地区の現況図となっております。お

手元の資料では４ページになりますが、現在かかっ

ている一団地の住宅施設の区域は青の点線でありま

す。これからかける地区計画の区域は赤い実線とな

っております。道路などの取り合いによりまして、

少し区域どりが異なっているところでございます。

地区計画の区域面積は約１０ヘクタール、住棟数は

黄色で示された竹の塚七丁目アパートと緑色で示さ

れました西保木間四丁目アパートともに１６号棟ず

つありまして、住宅戸数は竹の塚七丁目アパートが

５７２戸、西保木間四丁目アパートが６７８戸、計

１，２５０戸の大きな団地となっております。 

また、区立の公園と小学校、併存店舗が１２区画、

保育園が１カ所、集会所が３カ所設置されておりま

すが、保育園につきましては、ほかの団地へ移転し

たため、現在は閉鎖されている状況でございます。 

続きまして、都市計画の現状でございます。 

お手元の資料では５ページになりますが、左側が

現在の用途地域図になりまして、本地域は第一種中

高層住居専用地域と第一種住居地域に指定されてお

ります。 

右側が現在の都市施設図になります。一団地の住

宅施設と新たな地区計画の区域をこちらで示してい

るところでございます。 

次に、これまでの経緯と建替まちづくり構想につ

いてご説明をさせていただきます。お手元の資料で

は６ページになります。 

東京都と足立区では、両アパートの建替えに当た

りまして、地元の方々のご意見をお伺いしながら建

替まちづくり構想を策定して、今後の都市計画変更

や建替え計画に反映させていくということにしてお

ります。地元説明会等の経緯は記載のとおりとなっ

ております。 

ここで、別紙の「都営竹の塚七丁目アパート・西

保木間四丁目アパート建替えに伴う建替まちづくり

構想」について、ご説明させていただきます。お手

元の別添でつけております資料をあわせてご覧いた

だければと思います。 

この「建替のまちづくり構想」につきましては、

各団地の自治会、そして近隣居住者の方々への説明、

意見交換を踏まえまして、東京都と足立区で作成し

ているものでございます。１枚目の裏側には地区の

現況、まちづくりの課題と目標、２枚目につきまし

てはまちづくりの基本方針、２枚目の裏には土地利

用方針、３枚目には緑のネットワークと歩行者空間

の整備方針と今後の予定等が記載されています。 

特に２枚目の表（おもて）を見ていただきますと、

このようなゾーニング、黄色い部分が住宅、緑を配

しながら北東のほうには公共公益施設ゾーンをつく

っていくようなゾーニング。３枚目の表（おもて）

に環境整備、特に緑のネットワークを考慮しながら、

このように歩行者ネットワークも考慮しながら団地

の建替えを行おうというように考えているものでご

ざいます。 

続きまして、団地建替事業の予定についてでござ

います。 

先ほどの報告説明資料では６ページになりますが、

居住者の移転ですとか工事等は、おおむね記載のと

おりとなっております。 

続きまして、都市計画変更案の内容について、ご

説明させていただきます。 

お手元の資料では７ページになりますが、まず一

団地の住宅施設の廃止ですけれども、竹の塚北一団

地の住宅施設が、昭和４２年に都市計画決定されて

おります。現在、建築密度、予定戸数、共同施設等

が位置づけられておりますが、地区計画の移行に伴

いまして、一団地の住宅施設という都市計画につき

ましては廃止をするということでございます。 

次に、地区計画の決定でございますが、竹の塚北

地区という名称といたしまして、土地利用の方針な

ど４方針を定めまして、道路、公園、広場、緑地、
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歩道状空地など地区施設、建築物に関する事項とし

て用途の制限等を定めていくというように考えてご

ざいます。 

都市計画の手続きの今後の予定についてですけれ

ども、お手元の資料では８ページになりますが、平

成２９年７月ごろから都市計画変更原案の公告・縦

覧、その後足立区都市計画審議会でご審議をいただ

きまして、１１月ごろに都市計画決定・告示ができ

ればというように考えているところでございます。 

竹の塚北地区のまちづくりについては以上でござ

います。 

○長塩会長 ただいま説明いただきました報告につ

いて、ご意見、ご質問がありましたらお願いいたし

ます。 

ないようですので、これにて本日の議案審議は終

了といたします。 

これより会の進行を事務局にお願いします。 

○大竹幹事 長塩会長、議事進行ありがとうござい

ました。 

 都市計画マスタープランにつきましては、本日の

意見を反映させていただいて、３０日に答申をさせ

ていただければと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

 そのほか事務連絡でございますが、本日、当審議

会にお車でご来場いただいた委員の皆様につきまし

ては、駐車券を配付しておりますので、事務局にお

申しつけいただければと思います。 

 また、次回、第５７回の足立区都市計画審議会は、

お話に出ておりますとおり、今月の３０日を予定し

てございます。本日ご審議いただいた足立区都市計

画マスタープランの改定の答申を区長に行う予定で

ございます。ご出席のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

最後に、委員の皆様から何かございますでしょう

か。 

○岡田委員 時間は分かりませんか。３０日の。 

○大竹幹事 １０時から同じ会場で開催できればと

いうように考えてございます。 

そのほか何かございますでしょうか。 

ないようでしたら、これにて第５６回足立区都市

計画審議会を閉会とさせていただきます。本日も熱

心なご議論をありがとうございました。 


